
３　教科指導
重点目標 具体的目標 具体的方策

授業進度、指導内容等を、綿密に打ち合わせる。

適宜、相互に授業見学等を行い、資質の向上に努める。

小テストで80%以上の合格を目指し、基礎事項を定着させる。

長期休業中に補習を行うとともに、適切な課題等を与える。

各学年部と協力して、小論文の添削指導、読書指導を行う。

学年に応じて、過去の入試問題を研究させ、解説を加える。

授業展開を工夫することにより、生徒の関心を喚起する。

小テストの合格率を７０%以上とする。

進研模試（２年１１月）の各科目（世界史・日本史・地理・政
経）の平均点偏差値が、６５以上になるようにする。

大学入試センター試験の地歴・公民４科目(日本史・世界史・地
理・倫政)の校内平均点が、全国平均点に比べて８点以上上回るこ
とを目指す。

充実した授業を行
う。

生徒による授業評価票における４段階総合評価（4.満足、3.やや
満足、2.やや不満、1.不満）において、3以上が標準になることを
目指す。

基礎的、応用的な内容の休日講習会を計画をふまえ,ねらいをもっ
て実施する。

個々の生徒に応じた課題を工夫する。

実戦問題を通して、応用力を養成する。

小テストや反復練習などで計算力の向上と基礎的・基本的内容の
理解と定着を図る。

個々の生徒に応じて
指導する。

センター試験で
全国平均点＋10点
以上になるような
指導をする。

国
語

大学入試に対応でき
る学力を養成する。

学年、科目に応じた
きめ細かい指導を行
う。

基礎学力を向上させ
る。

実践力を養成する。

学力向上 わかりやすい授業を
実施する。

学力向上
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歴
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重点目標 具体的目標 具体的方策
実験、観察、コンピュータを取り入れ、知的好奇心を引き出す。

生徒による授業評価を行い、平均で５段階の「４」を目指す。

小テストで、平均得点80%、合格率80%を目指す。

理科教員間で相互に授業を参観し、授業に関する資質向上を図
る。

教科会で、科学最新事情や入試問題についての情報交換を行う。

学力向上 大学に必要な学力を養成する。

2年次において必要な学力を養成する。

1年次において必要な学力を養成する。

3年次において、英語の科目間の連携を図り、４技能のバランス
のとれた英語力を養成する。

2年次において、英語の科目間の連携を図り、４技能のバランス
のとれた英語力を養成する。

1年次において、英語の科目間の連携を図り、４技能のバランス
のとれた英語力を養成する。

教員相互で授業参観を行い、技能や知識の共有を図る。

基本的に英語で授業を行う。

校内・校外研修の協議会や報告会を行い、より効果的な指導法
を探る。

体力つくり運動として持久走をより多く取り入れ、国際大学まで
の往復走（５ｋｍ）を行う。

毎時の準備運動の中で補強運動（体力つくり運動）を実施する。

体操着を正しく着用させる（腰パン･シャツ出し不可）。

各単元における準備や後片付けなどの役割を積極的に果たさせ
る。

競技の特性に合わせ
て楽しく運動させ
る。

球技の技術を向上するとともに、種目選択を通して運動の楽しさ
と喜びを経験し、より「主体的」な取り組みを促す。

実用的な英語運用力
を養成する。

大学入試に必要な学力を養成する。

進路希望達成に必要
な学力を養成する。

教員研修を実施す
る。

それぞれの進路希望
に必要な学力を養成
する。

教員の教科指導力を
養成する。

運動を通して体力と
気力を養う。

授業規律の確保およ
び公正、協力、フェ
アプレイの態度を育
成する。

授業内容を充実させ
る。
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